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鶴丸城跡

金生町

東千石町

本港新町

照国神社

城山

千日町

新屋敷

西千石町

西郷銅像

加治屋町

高見橋

平田橋

西田橋

西田西田町

西田小

常盤町

○コンビニ
武岡台小

日枝神社

高見馬場

甲突川

武
岡
ハ
イ
ラ
ン
ド

東
口

公園

武岡台
高校

番屋下
小野町

横井犬迫町

チェスト館前

チェスト館竹ノ山

武岡台
養護学校入口

ゴルフ練習場
廃棄物
処分場

グ
ラ
ン
ド
前

鹿
児
島
市

北
部
清
掃
工
場

古
別
府

県
道
小
山
田
谷
山
線

至
松
元
↓

文

文

文

文

文

県
道
徳
重
横
井

鹿
児
島
線

J
R

鹿
児
島
本
線

徳重横井鹿児島線

武
岡
二
丁
目

武
岡
二
丁
目

武
岡
五
丁
目

武
岡
台
小
前

水
上
坂

常盤町入口

参
勤
交
代
の
際
に
は
旅
の
平
安
を
祈
願

し
神
楽
を
奏
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

日
枝
神
社

枚聞
神社

永福寺

願立寺

→至横井

卍

卍

石谷城跡

石坂

熊野神社

→至松元インター

（薩摩街道）

県道徳重横井鹿児島線

新村下

町田家の
墓地

松
元
町
石
谷

水
上
坂

み
っ
か
ん
ざ
か

藩
主
が
参
勤
交
代
の
旅
装
束
に
着
替
え

た
屋
敷
跡
。屋
敷
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
石

垣
が
良
好
に
残
っ
て
い
ま
す
。

水
上
坂
は
、
薩
摩
街
道
の
う
ち
、
出
水

筋
に
あ
る
市
街
地
を
出
て
最
初
の
難
所

と
な
る
坂
で
す
。
薩
摩
藩
主
は
、
こ
の

水
上
坂
を
通
っ
て
参
勤
交
代
に
向
か
い

ま
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
前
バ
ス
停
か
ら
桜
島
を

望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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ぎ　

ぼ　
し

擬
宝
珠
の
つ
い
た
石
橋
を
渡
る
と
弾

痕
の
残
る
城
壁
が
続
い
て
い
ま
す
。

鶴
丸
城
の
城
壁

2

2

鶴
丸
城
は
第
十
八
代
・
島
津
家
久

が
慶
長
六（
一
六
〇
一
）年
に
築
い
た

城
。も
と
も
と
天
守
閣
な
ど
は
な
く
、

屋
形
造
り
で
質
素
な
も
の
で
し
た
。

本
丸
な
ど
は
明
治
年
間
に
戦
火
等

で
焼
失
し
、現
在
は
石
垣
と
石
橋
の

み
残
っ
て
い
ま
す
。

鶴
丸
城
跡

3

造
士
館
・
演
武
館
跡

第
二
十
五
代
島
津
重
豪
が
城
下
士

の
教
育
機
関
と
し
て
設
置
し
た
藩
校

（
造
士
館
）と
武
芸
稽
古
所（
演
武

館
）の
跡
。現
在
は
中
央
公
園
と
な

っ
て
い
ま
す
。

7
　・
重
富
驛
へ
四
里
四
拾
七
間

　・
麦
生
田
驛
へ
四
里
拾
四
町
七
間

　・
郡
山
驛
へ
参
里
拾
壹
町
貮
拾
間
貮
尺

　・
谷
山
驛
へ
貮
里
拾
八
町
四
拾
七
間
四
尺

　　・
伊
作
驛
へ
七
里
拾
六
町
参
拾
九
間
貮
尺

　
　
　
　
　
（
明
治
三
十
五
年
建
立
）　

明
治
の
県
庁
前
元
標

　

西
本
願
寺
北
西
隅
の
石
碑
に
は
麦
生
田

　

駅
な
ど
へ
の
距
離
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

6

ザ
ビ
エル
滞
鹿
記
念
碑

　（
ザ
ビ
エル
公
園
）

フ
ラ
ン
シ
ス
コ・
ザ
ビ
エ
ル
渡
来
を
記
念
し

て
明
治
年
間
に
県
内
最
初
の
石
造
り
の

教
会
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。し
か
し
第

二
次
世
界
大
戦
で
そ
の
大
半
が
焼
失

し
ま
し
た
。正
門
は
焼
け
残
っ
て
い
た
の

で
、ザ
ビ
エ
ル
滞
鹿
記
念
碑
と
し
て
公

園
内
に
移
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
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甲
突
川
五
石
橋

玉
江
橋
、新
上
橋　
（
し
ん
か
ん
ば
し
）、西

田
橋
、高
麗
橋
、武
之
橋
の
こ
と
を
言
う
。

こ
の
五
石
橋
は
肥
後
の
石
工
・
岩
永
三
五

郎
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
、特
に
西
田
橋
は
城

下
へ
の
表
玄
関
に
あ
た
っ
て
い
た
た
め
、欄

干
に
擬
宝
珠
を
つ
け
て
優
美
に
造
ら
れ
ま

し
た
。新
上
橋
と
武
之
橋
は
水
害
で
流
失

し
ま
し
た
が
、残
り
三
橋
は
祇
園
之
洲
へ

移
設
さ
れ
ま
し
た
。

ぎ
ぼ

し

9
町
門
跡　　（西
田
町
）

夜
間
は
門
が
閉
ざ
さ
れ
出
入
は
で
き
な
かっ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

101112

御
装
束
の
門

13

10

11

常
盤
口
入
口
交
差
点

19 142021

女
髪
結
い
屋
敷
跡

23

枚
聞
神
社

22

横
井
野
町

藩
政
期
に
は
ヨ
ケ
ン

マ
ッ（
横
井
町
）と
呼

ば
れ
茶
屋
主
体
の
野

町
で
七
間
の
間
口
を

も
つ
茶
屋
が
連
な
っ

て
い
ま
し
た
。
現
在

「
妙
円
寺
詣
り
」の
休

憩
地
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

24

鹿
児
島
城
下
か
ら
藩
外
に
通
じ
る
街

道
の
起
点
と
さ
れ
、現
在
の
鹿
児
島

市
役
所
別
館
あ
た
り
に
あ
っ
た
と
推

定
さ
れ
ま
す
。

下
町
札
辻
跡

4

4

市
立
美
術
館
前
に
あ
る
元
標
「
距

第
六
師
團　

五
拾
参
里
拾
貮
丁
五

拾
貮
間
米
ノ
津
驛
通　

五
拾
里
拾

参
丁
拾
八
間　

大
口
驛
通　

鹿
児

嶋
衛
戍　

壹
里
四
拾
九
間
」
は
明

治
時
代
の
第
６
師
団
は
熊
本
に
あ

り
、米
ノ
津
と
大
口
を
通
る
そ
れ
ぞ

れ
の
距
離
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。　

　

 

　
（
明
治
四
十
年
九
月
建
立
）

5
明
治
の
市
役
所
前
元
標

道
の
脇
に
水
神
様
が
あ
り
、昔
は
こ
こ
か

ら
水
が
湧
き
、茶
屋
が
あ
り
ま
し
た
。湧

水
を
下
に
通
し
た
で
あ
ろ
う
石
橋
の
欄

干
が
あ
り
ま
す
。水
が
湧
く
所
よ
り
上
に

あ
る
坂
だ
か
ら
、「
水
上
坂
」
。妙
円
寺

参
り
・
参
勤
交
代
の
ル
ー
ト
で
す
。

行
き
来
す
る
旅
人
を
監
視
す

る
番
屋
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
痕
跡
は
あ
り
ま

せ
ん
が
「
番
屋
下
」
の
地
名

が
残
っ
て
い
ま
す
。

水
神
様 

阿
弥
陀
井
戸

武岡台小 市水道局 原良町

歩道橋
幼稚園

武
岡
団
地

武岡小前
武岡団地
常盤口

市営武岡団地

公園

○コンビニ

武岡小

若
き
薩
摩
の
群
像
（
鹿
児
島
中
央
駅
前
東
口
広
場
）

　

薩
摩
藩
は
宝
暦
三（
一
七
五
三
）年
、

木
曾
川
の
治
水
工
事
を
幕
府
よ
り

命
じ
ら
れ
ま
し
た
。工
事
に
は
当
初
の

予
算
を
は
る
か
に
上
回
る
四
十
万
両

も
の
経
費
を
費
や
し
た
上
、犠
牲
者

も
八
十
人
あ
ま
り
を
数
え
る
難
工
事

で
し
た
。郷
土
か
ら
遠
く
離
れ
、命
を

落
と
し
た
人
々
を
弔
う
石
碑
が
た
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

薩
摩
義
士
碑

1

西田橋周辺

3
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市道に埋まっている
石橋跡

町
田
氏
と
石
谷
城
跡

町
田
久
成
は
慶
応
元（
一
八
六
五
）年

に
薩
摩
藩
留
学
生
を
率
い
て
渡
英
し

ま
し
た
。そ
の
勇
姿
は「
若
き
薩
摩
の

群
像
」と
し
て
鹿
児
島
中
央
駅
前
東

口
広
場
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。町

田
久
成
は
帰
国
後
、文
部
省
博
物
館

（
現
在
の
東
京
国
立
博
物
館
）の
初

代
館
長
と
な
る
な
ど
要
職
を
歴
任
し

ま
し
た
。石
谷
村（
現
松
元
町
）は
町

田
氏
の
所
領
で
総
戸
数
の
約
７
割
は

士
族
で
し
た
。石
谷
城
跡
は
空
堀
の一

部
が
残
っ
て
お
り
城
跡
周
辺
は
地
元

の
人
々
の
理
解
の
中
で
よ
く
管
理
さ

れ
て
い
ま
す
。

令和元年9月改訂

19

江
戸
時
代
末
期
に
国
禁
を
犯
し
て
海
外
留
学
を
果
た
し

日
本
近
代
化
の
礎
を
築
い
た
薩
摩
藩
の
若
き
藩
士
17
人

の
記
念
碑
。の
ち
に
文
部
省
博
物
館
の
初
代
館
長
と
な
っ

た
町
田
久
成
や
初
代
文
部
大
臣
と
な
っ
た
森
有
礼
、カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
ワ
イ
ン
の
創
業
者
で
あ
る
長
澤
鼎（
な
が
さ

わ
か
な
え
）な
ど
の
勇
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

歩
行
マ
ッ
プ

西
田
橋
〜
水
上
坂
〜
横
井（
鹿
児
島
市
編
）

薩
摩
の
古
道

薩
摩
街
道
出
水
筋

第
一
部

凡例
薩摩街道
薩摩街道（消滅道）
薩摩街道迂回路
県道・一般道
国道
薩摩街道の道標
案内板
史跡 ☆

中央
公園

天文館

千石馬場

下町札辻跡

鹿児島
市役所



日本の近代化を牽引した薩摩藩

　
　今から約１５０年前の江戸時代末期、薩摩藩主の別邸が置かれてい

た磯の一角に、日本ではじめての近代的な工場群「集成館」が現れ

ました。この陣頭指揮をとったのは、集成館に日本の未来を託した当

時の薩摩藩主・島津斉彬です。

　斉彬によって「集成館」と命名された工場群では、大砲鋳造や軍艦

建造のみならず、紡績やガラス製造、印刷など様 な々事業が行われ、「集

成館」で培われた技術は、その後の九州・山口を中心とする日本

の初期の近代化に大きく貢献しています。

 ●安政4（1857）年、薩摩藩内を視察した佐賀藩士によって描かれたもの。
   工場が建ち並ぶ様子などがよくわかります。

旧集成館機械工場              旧集成館［反射炉跡］　        旧鹿児島紡績所技師館

薩洲鹿児島見取絵図（武雄鍋島家資料　武雄市蔵）

『薩藩沿革地図』昭和10年11月3日 鹿児島市教育會発行
　　　　　　　　　　　 ※天保十四年は西暦1843年

出典：天保十四年城下絵図　（鹿児島市立美術館蔵を縮写）
　　　　『薩藩沿革地図』昭和10年11月3日 鹿児島市教育會発行

　　　　　　　　　　　 ※天保十四年は西暦1843年

出典：天保十四年城下絵図　（鹿児島市立美術館蔵を縮写）
　　　　

我が国最古の洋風工場建
築物。溶結凝灰石が使わ
れている。
（1865年築造）

反射炉（鉄製砲を鋳造する
ための炉）の基礎部。
（1857年築造）

イギリス人技師の住居とし
て建設された建物。
（1867年築造）

下町札辻跡

鶴丸城

西田橋
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